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施策の方針
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A～Fの指標は、全て学校教育課にて把握可能
Ｃ：問題行動（いじめ、暴力等）を起こした児童・生徒数は、年間の問題行動報告書
より抽出
Ｅ：朝食を欠食する児童・生徒の割合、熊本県の食育調査のデータにより把握
F:単独校及び給食センターの地場産物使用量については、給食センターにて把握
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施策マネジメントシート１（24年度目標達成度評価）
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標準学力検査（NRT検査）において全国標準値を50とした
場合の児童・生徒の総合学力の平均値
不登校の出現率（＝不登校生徒数／全児童・生徒数×
100）

朝食を欠食する児童・生徒の割合　※毎日朝食を摂る習
慣がない児童の割合
学校給食に地場産物（合志市産）を使用する割合（＝給食セン
ターの地場産物の使用量/全使用量）　※単独校及び給食セン
ターを対象とする。

A

B

C

D

E ％

Ａ：総合学力指数の成り行き値は、平成２0年度まで実施していた学力検査の結果を基に、53.1と設定した。目標値では、第１期の実績を踏まえ
平成２0年度まで実施していた学力検査の中で最も高かった数値を基準にするとともに、これまでの学力充実研究指定校制度や学力向上委員会
の取り組みのさらなる充実を図ることにより、平成23年度を53.2、以降各年度０．２の漸増をめざし設定した。
Ｂ：不登校の出現率の成り行き値では、不登校者数の増加傾向、全国や熊本県の不登校状況を踏まえ、平成２３年度以降の各年度を、平成21年
度結果である1.0を設定した。目標値については、各学校の取り組みや適応指導員や臨床心理士、スクールソーシャルワーカー等のさらなる活用
を充実させることで、平成２７年度を０．７と設定した。
Ｃ：問題行動を起こした児童・生徒数の成り行き値は、学校で豊かな心の育成に向けた取り組みをはじめ学校と家庭の連携の成果もあり減少して
きたが、児童・生徒の増加もあることから、平成２３年度以降各年度９人とした。目標値では、厳しい現実もあるが、今後は関係機関の専門的な連
携の強化を図り組織的な取り組みを行なうことで平成２３年度を８人、以降２年毎に１人の漸減をめざし、平成２７年度を６人と設定した。
Ｄ：体力テストでA.B.Cランク（平均値以上）と判定される児童生徒の割合の成り行き値は、平成２１年度結果が維持できるものと考え平成２３年度
以降各年度７１．３％とした。目標値では、これまでの実績値の推移と各学校の体力の実態から判断し、平成２３年度を７２．０％に見直した。校長
会をはじめ体育主任会で小中連携の取り組みを強化し、以降各年度０．５ポイントの漸増をめざし平成２７年度７４．０％を設定した。
Ｅ：朝食欠食の児童生徒数は，第１期ではかなり改善されて来つつあり，期待値を上回る実績が上がった。それゆえ成り行き値は，平成２１年度の
実績値と同じ状況続くと見なし，平成２３年度以降３．４と設定した。目標値は，第１期での取組を継続し，さらに各学校や家庭での食育推進の取
組を充実させることで，平成２３年度を３．３、以降各年度０．１減で平成２７年度３．０の目標値を設定した。
F:地産地消では、市内生産野菜使用量を対象とした。平成21年度集計では、給食センターが28.9％、単独校6校が15.8％であり、総使用量集計
では23.0％となった。単独校６校については納入体制の整備が進んでいないことを考慮し、平成２７年度の成り行き値は２５％に設定した。また、
関係者が連携して合志市全体として地産地消の取り組みを強化していくので、目標値は30％に設定した。なお、合志市の学校給食で使用する
米は１００％合志市産である。

①知、徳、体、食のバランスをとって、生きる力を身に付ける。
②問題行動（いじめ、暴力等）の発生を抑制する。
③標準学力検査の平均値をさらに高める。
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体力テスト結果で「A～C」と判定される児童生徒の割合

問題行動（いじめ、暴力等）を起こした児童・生徒数
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－ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｰﾄ1－



３　施策の特性・状況変化・住民意見等
【１】　この施策の役割分担をどう考えるか（協働による住民と行政の役割分担）
ア）住民（事業所、地域、団体）の役割（住民が自助でやるべきこと、地域やコミュニティが共助でやるべきこと、行政と協働でやるべきこと）

【２】　施策を取り巻く状況（対象者や根拠法令等）は今後どのように変化するか？（平成27年度を見越して）

【３】　この施策に対して住民（対象者、納税者、関係者）、議会からどんな意見や要望が寄せられているか？

【１】　施策の目標達成度（24年度目標と実績との比較）

Ａ → △ 【　標準学力検査において全国標準値を50とした場合の総合学力の平均値　　 】

：

Ｂ → ○ 【　不登校の出現率（不登校生徒数/全児童・生徒数）　　 】
：

Ｃ → ○
：

Ｄ → ×
：

E → ○
：

F → ○

：

※○；目標達成　△；目標をほぼ達成（－5％程度）　×；目標を未達成

（１） 平成24年度経営方針である、①「生きる力を育むため、子どもの学力・体力の向上と豊かな心（ふるさとを愛する心）の育成を図る。」について
は、基礎・基本の定着と活用力を高めるためのＮＩＥ教育、情感豊かな子どもたちを育てるためのことば教育に取り組みました。また家庭学習習慣の
定着を目指し、学校・家庭が一体となった学力向上施策や合志版コミュニティスクールの学習支援に取り組んでいる。
②「教職員の資質の向上や合志でがんばる先生の育成を図る」については、子ども達の基礎・基本の定着と、活用力・応用力の育成のバランス良
い授業の構築が必要である。そのため、「熊本型授業」の徹底を繰り返し呼びかけている。「がんばる先生支援事業」で、学校の必要性に応じた研
修会への参加等を行ったり、一人一研究授業の実施により、指導力の定着が図れてきている。
③「いじめや不登校の未然防止と解消を図るため、いじめ不登校対策委員会の開催や学校・関係機関との連携を強化する。」については、不登校
はやや減少傾向にあるものの中学校での出現率が深刻であり、小学校と中学校のなめらかな接続のため、幼保小中連携カリキュラムを中学校ブ
ロックごとに作成した。また適応指導員連絡会にはＳＳＷ、子育て支援課からも参加して関係機関との連携を密に図っている。いじめに関しては実
態把握のための児童・生徒アンケートを定期的に実施して、実態把握と早期の対応をこころがけたことにより成果が上がってきている。
④「小中学校における教育環境の整備を進める。」については、西合志南小学校校舎および西合志東小学校校舎の大規模改修、合志南小学校
校舎の増築の改修事業に取り組んだ。また、中学３年生クラス空調設備整備、西合志第一小学校グラウンド改修整備、西合志中央小増築校舎周
辺整備、合志中学校駐輪場改修にも取り組んだ。今後は、宅地開発等による児童生徒数の増加に注視し、計画的かつ適正な整備を進め成果を
挙げたい。
（２） 事務事業貢献度評価の結果では、平成２４年度施策の成果を向上させるために最も貢献した事務事業として、小中学校知能・標準学力検査
事業、ことば教育推進事業があげられ、貢献した事務事業には、外国語指導助手配置事業があげられた。

【　朝食を欠食する児童・生徒の割合　　　　　　　　　　】

【　体力テスト結果で「A～C」と判定される児童生徒の割合　　　　　】

【２】　施策の振り返り（施策の方針、経営方針の達成度等）

目標値７２．５％に対し、実績値６５．２％であり、達成度は８９．９％であった。

目標値３．２％に対し、実績値２．４％であり、目標は達成できた。

・「学校給食の運営に関する決議」が、平成21年3月議会で議決されたことを受けて、平成２１年度で合志市学校給食庁内検討会を６回開催し、給食センターの建
替えを柱とする報告を推進本部へ行い了承された。また、同報告書の内容を議会の全員協議会で説明した。
・学習指導要領が改定され、小学校が21年度から、中学校は22年度から新学習指導要領に順次移行し、小学校は23年度から、中学校は24年度から本格実施とな
るため、授業時数増加等への対応を進めている。
・合志市の「教育基本計画」を20年3月に策定し、その実現のため年度ごとに「合志市教育努力目標」を定め、取り組みを行っている。
・行政評価の中で教育委員会の自己点検・評価を行うと共に、外部評価委員会を設置し教育に関する学識経験を有する者の知見の活用を図っている。
・平成22年4月～5月に掛けて、小中学校１０校に対する太陽光発電設置工事（４０ｋｗ/校）を発注した。平成２２年１０月には供用を開始する予定である。
・小中学校全校（10校）の研究指定を目指し取組んでいる。なお、研究指定校の基礎学力は着実に伸びている。
・不登校は、平成20年度は65名であったが平成21年度では55名に減少した。しかし、まだ多くの生徒が登校できない状況にあるため、今後も取り組みを強化してい
く。
・問題行動は、徐々にではあるが確実に減少しており、全体として落ち着きが見られるようになった。今後も取り組みの強化を図ることで、児童・生徒が落ち着いた
学校生活が送れるように努めたい。
・体力も目標値には届かないが、少しずつ改善が見られる。各学校とも体育の授業のみならず休み時間などを利用した体力づくりを行っており、今後もアイデアを
活かし体力づくりを目指していく。
・地域によって児童数が大きく異なる。最も少ないのが西合志第一小学校の８９名、最も多いのが西合志東小学校の９８２名。（H22.5月1日現在）
・教育の中に家庭のよさや役割を位置づけ、家庭を取りまく学校等、地域、事業者、行政その他県民みなが家庭教育を支えていくこと必要であることから「くまもと家
庭教育支援条例」が平成25年4月1日から施行された。
（家庭は、教育の原点であり、全ての教育の出発点である。基本的な生活習慣、豊かな情操、他人に対する思いやりや善悪の判断などの基本的な倫理観、自立心
や自制心などは、愛情による絆で結ばれた家族とのふれあいを通じて、家庭で育まれるものである。）

目標値(小･中)５３．４に対し、達成値(小)５３．３、(中)５０．１だった。

【　問題行動（いじめ、暴力等）を起こした児童・生徒数　】

目標値8人に対し、実績値３人であり、目標は達成できた。

※左記の背景として考えられること（根拠となる実績値、判断理由など）

イ）行政の役割（市がやるべきこと、県がやるべきこと、国がやるべきこと）

義務教育の充実施策マネジメントシート２（24年度目標達成度評価）

・支援を要する児童生徒の保護者から、支援体制充実の要望が上がっている。
・学校職員からは、教育活動指導助手の配置増や部活動補助金、各種大会等出場補助金の増額の要望が上っている。
・議会から、学校給食の調理場の見直し（センター方式、自校方式）についての決議がなされ、検討すべき取り組みの要請を受けた。
・議会で、小中学校の大規模化対策についての一般質問があった。
（平成24年度の施策評価における議会意見）
１．不登校対策、特別支援教育の充実（ソーシャルスクールワーカー）との連携強化に努める。
２．薬物乱用防止の教育（脱法ハーブの啓発）が必要。
（平成24年度の施策評価における総合政策審議会意見）
１．いじめや不登校などの子どもを取り巻く学校内環境については、更なる調査と分析を行ない、楽しく学校生活が送れるよう積極的に対応すること。
２．朝食を欠食する児童・生徒の割合が高いため、家庭に対する食育の啓発を行なうこと。
３．成果の目標値に達していないことから、学力や体力向上に向けた更なる取り組みが必要である。心の教育についても、今まで以上に取り組んでいくこと。

４　施策の評価

A：目標値に対して䬀かに下回っているが、活用や応用力について目
標に届いていないという課題があったことが考えられる。
B:不登校の状況を速やかに把握し、不登校対策委員会、SSW、教育相
談員と連携し、学校と家庭が一体となって支援したことにより達成できた
と考えられる。
C：心のアンケートを定期的に実施し、各学校の生活・生徒指導の取り
組み、いじめ・不登校対策委員会等に対する相談支援体制の取り組み
等により達成できたと考えられる。
D：ボールの遠投や瞬発力に課題がある事が考えられる。
E：「早寝・早起き・朝ごはん」や「親の学びプログラム」等の定着により、
家庭での意識化が図られたと考えられる。
F：出荷組合及び地場産品の使用拡大の増加によるものと考えられる。

目標値０．９％に対し、実績値０．６％であり、目標は達成できた。

【　学校給食に地場産物を使用する割合（給食センターの地場産物の使用量/全使
用量）】

目標値２６.0％に対し、実績値26.7％であり、目標は達成できた。

・保護者は、自宅学習の徹底と生活リズムの確立（早寝早起き朝ごはん運動、ノーテレビデー）に努める。
・地域では、学校で習うことのできない地域文化・芸能等の伝承と子どもの見守りボランティアの実施、強化に努める。
・地域住民やコミュニティでは、学校教育への協力（ゲスト・アシスタントティーチャー等）に努める。
・PTA活動へ参加する。

・学校では、こどもの学力・体力の向上と豊かな心の育成を図る。
・市では教育環境の整備（学校建築や大規模改造等）充実を図る。
・市雇用の学校教育活動指導員、教育介護補助員、適応指導員（22年度から名称変更）、英語活動指導員の充実を図る。
・教師の資質や児童生徒の生きる力を高める研究指定校の指定、市施策の浸透のための校長会議、教頭会議、教務主任会、研究主任会等を実施する。
・いじめ、不登校問題への対応のための生徒指導連絡会議、いじめ不登校対策委員会を定期的に開催する。
・県では、教職員のレベルアップのための研修等を実施する。

－ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｰﾄ2(評価の部) －



義務教育の充実施策マネジメントシート２（24年度目標達成度評価）

【３】　施策の課題（基本計画期間を見据えて、どのような課題を解決していかなければならないか）

５　施策の24年度結果に対する審査結果

②　総合政策審議会での指摘事項(平成25年8月20日、8月26日、9月4日まとめ）

・いじめ、不登校問題や体罰問題については、更なる調査分析を行ない、なくすように努めること。
・標準学力検査・体力テストの達成値が低い。生きる力を育むために更なる学力・体力の向上と豊かな心の育成を図
ること。
・学校任せの教育だけではなく、家庭での愛情を持った教育が重要である。

・教育相談や適応指導教室等の取り組みで、不登校傾向にある児童生徒の早期発見、早期対応に努める。
・幼保小中連携の強化を図り、支援の必要な児童生徒への対応に取り組む。
・いじめ不登校対策委員会等の取り組みにより、積極的な生徒指導の推進と規範意識の向上を図る。
・新学習要領のねらいを踏まえた研究授業の推進並びに体制作りに取り組む。
・体力向上のための共通実践化を図り全体的な底上げを行なう。
・児童・生徒の安心安全確保のため、老朽化した施設（校舎、体育館、プール、グラウンド）整備を計画的に進める。
・児童・生徒に安心で安全な給食を安定的に食べてもらうため、給食センターの早急な改築整備を行なう。

①政策推進本部での指摘事項（施策目標達成度評価結果報告を受けて・・・平成25年7月5日）

・教職員の指導力向上を図り、児童・生徒の学力、体力向上を目指すことが必要。
・学校・家庭が一体となった学力向上施策や合志版コミュニティスクールの学習支援に更に取り組んでいく必要があ
る。

・いじめや体罰防止の徹底
・情報モラル教育の推進（インターネットの活用の仕方や、ネット依存の対応策について学ぶ）
・ICT教育の活用（デジタル教科書やタブレットの導入等）

６　次年度に向けた取り組み方針
●　政策推進本部　平成26年度合志市経営方針(平成25年10月7日）

１．児童生徒、個々に応じた指導を行ない、『生きる力』を育むための授業の工夫改善を図る。
２．家庭教育、地域の学習支援（合志市版コミュニティスクール）による学力、体力の向上、豊かな心の育成を図る。
３．能力評価を通じ、教職員の資質、指導力の育成を図る。
４．不登校の解消に向けて家庭と学校、関係機関等との連携を図り解消に努める。
５．いじめ、体罰などについてはその兆候の把握に努め、迅速、適切な対応を図っていく。
６．ＩＣＴ教育の計画的な導入の検討を行なう。
７．児童生徒、保護者に対する情報モラル教育の推進、啓発に努める。

③　議会の行政評価における指摘事項(平成25年9月12日）

－ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｰﾄ2(評価・審査の部)－



２１年度
現状値

1.0

２１年度
現状値

実績値
C

（成り行き値）目標値

実績値
B

（成り行き値）目標値

(71.3) 74.0

実績値 70.3 65.271.3
A

体力テスト結果で「A～C」と判
定される児童生徒の割合

％
（成り行き値）目標値 (71.3) 72.0 (71.3) 72.5

実績値

（成り行き値）目標値

(9)  7 (9)  6

実績値 4 39

問題行動（いじめ、暴力等）を
起こした児童・生徒数

人
（成り行き値）目標値 (9)  8 (9)  8 (9)  7

(1.0) 0.7 (1.0) 0.7

実績値 0.9 0.6

23年度 24年度 25年度

％
（成り行き値）目標値 (1.0) 0.9 (1.0) 0.8 (1.0) 0.8

B

不登校の出現率（＝不登校生
徒数／全児童・生徒数×
100）

対象 児童・生徒

60

学力が身についている

23年度

C

B

A

体力テスト結果では瞬発力や巧緻性に課題を抱える実態が見られる。各学校においても自校の課題解決のために、業間の運動や体育時間での継続
的な体力づくりプログラム、シーズンごとの全校運動種目を位置づけて実践している。部活動や社会体育での技術力向上および家庭における日常的
な運動習慣の育成も合わせて、啓発していく必要がある。

基本事業名 体育の推進

対象

A

C

児童・生徒

８　基本事業の24年度の振り返り（目標達成度評価）と26年度に向けての課題

７　基本計画期間における基本事業の目標設定（水準設定の理由と前提条件）

A:これまでの実績値の推移と各学校の体力の実態から判断し、平成２３年度を７２．０％に見直した。校長会をはじめ体育主任会で小中連携の取り組
みを強化し、以降各年度０．５ポイントの漸増をめざし平成２７年度７４．０％を設定した。

施策マネジメントシート3(24年度目標達成度評価）

基本事業担当課 学校教育課基本事業名 学力の向上

８　基本事業の24年度の振り返り（目標達成度評価）と26年度に向けての課題

A：各学校の取り組みや適応指導員や臨床心理士、スクールソーシャルワーカー等のさらなる活用を充実させることで、平成２７年度を０．７と設定し
た。
B:今後は関係機関の専門的な連携の強化を図り組織的な取り組みを行なうことで平成２３年度を８人、以降２年毎に１人の漸減をめざし、平成２７年度
を６人と設定した。

意図 健康な身体になる

基本事業担当課

成果指標名 単位 数値区分 23年度
２１年度
現状値

７　基本計画期間における基本事業の目標設定（水準設定の理由と前提条件）

62 学校教育課

26年度 27年度

(71.3) 73.0 (71.3) 73.5

不登校の出現率は䬀かに減少しているが、中学校での出現率が深刻である。小学校と中学校のなめらかな接続のため、幼保小中連携カリキュラムを
中学校ブロックごとに作成した。また適応指導員連絡会にはＳＳＷ、子育て支援課からも参加して関係機関との連携を密に図っている。いじめに関し
ては実態把握のための児童・生徒アンケートを定期的に実施して、実態把握と早期の対応をこころがけ、実績値は３人に減少して成果を上げている。
さらなる減少を目指して次年度以降も取り組んでいく。

24年度 25年度

社会規範が身についている

学校教育課基本事業担当課

26年度 27年度

７　基本計画期間における基本事業の目標設定（水準設定の理由と前提条件）

A：第１期の実績を踏まえ平成２0年度まで実施していた学力検査の中で、最も高かった数値を基準にするとともに、これまでの学力充実研究指定校制
度や学力向上委員会の取り組みのさらなる充実を図ることにより、平成２３年度を53.2、以降各年度0.2の漸増をめざし設定した。

成果指標名 単位 数値区分

意図

８　基本事業の24年度の振り返り（目標達成度評価）と26年度に向けての課題

意図

61

平成24年度の標準学力検査結果については、平均偏差値が小学校53.3、中学校50.1の結果であった。学校によっては目標値53.4を上回っていると
ころもあるが、そうでないところもあり学校間格差が大きい。学力向上については、教師の指導力を高めるため一人１回以上の研究授業の実施を呼び
かけている。また家庭学習習慣の定着も目指し、学校・家庭が一体となった学力向上施策や合志版コミュニティスクールの学習支援に取り組み、年度
ごとに順次平均偏差値の0.2ポイント向上を目指している。

基本事業名 徳育の推進

対象 児童・生徒

成果指標名

標準学力検査（NRT検査）に
おいて全国標準値を50とした
場合の児童・生徒の総合学力
の平均値

単位

学力
偏差値

数値区分

（成り行き値）目標値

実績値

（成り行き値）目標値

実績値
（成り行き値）目標値

実績値

24年度 25年度 26年度 27年度

(53.1) 53.2

51.8

(53.1) 53.4

52.3

(53.1) 53.6 (53.1) 53.8 (53.1) 54.0

－ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｰﾄ3－



施策マネジメントシート3(24年度目標達成度評価）

基本事業名 63 食育の推進 基本事業担当課 学校教育課

対象 児童・生徒 意図 バランスのとれた食事がとれている

成果指標名 単位 数値区分
２１年度
現状値

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

A
朝食を欠食する児童・生
徒の割合

％
（成り行き値）目標値 (3.4)  3.3 (3.4)  3.2 (3.4)  3.1 (3.4)  3.0 (3.4)  3.0

実績値 3.4 4.3 2.4

B
（成り行き値）目標値

実績値

C
（成り行き値）目標値

実績値

７　基本計画期間における基本事業の目標設定（水準設定の理由と前提条件）

A：第１期での取り組みを継続し，さらに各学校や家庭での食育推進の取り組みを充実させることで，平成２３年度を３．３％、以降各年度０．１％減で平
成２７年度３．０％の目標値を設定した。

８　基本事業の24年度の振り返り（目標達成度評価）と26年度に向けての課題

朝食欠食率に関しては徐々に改善傾向にあり、意識の高揚は見られる。しかし家庭間格差が大きな課題で、家庭環境も含めて速やかな改善にはな
かなか結びつかない。学校現場では、日常の給食指導、食育週間の取り組み、親の学びプログラムの開催、給食試食会、ＰＴＡ講演会の実施等で、
保護者啓発を図っている。「食」の大切さについては、先ず児童生徒、教職員の意識の向上を図り、保護者の意識改革へとつなげていきたい。

基本事業名 64 指導力の向上 基本事業担当課 学校教育課

対象 教師 意図 指導力が身に付く

成果指標名 単位 数値区分
２１年度
現状値

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

A
一人あたりの研究授業の
実施回数（年間）

回
（成り行き値）目標値 (1.21)  1.25 (1.21)  1.30 (1.21)  1.35 (1.21)  1.40 (1.21)  1.45

実績値 1.21 1.20 1.00

B
（成り行き値）目標値

実績値

C
（成り行き値）目標値

実績値

７　基本計画期間における基本事業の目標設定（水準設定の理由と前提条件）

A:学校規模の状況で実施の難易の差は出るが、校長のリーダーシップのもと、平成２３年度１．２５回と設定し、その後０．０５回ずつ増やすことを目標
に研究授業を実践する。

８　基本事業の24年度の振り返り（目標達成度評価）と26年度に向けての課題

県学力調査と標準学力調査との分析結果には、やや傾向の違いがあるが、基礎・基本の定着と、活用力・応用力の育成のバランス良い授業の構築が
必要である。そのため、「熊本型授業」の徹底を繰り返し呼びかけている。「がんばる先生支援事業」で、学校の必要性に応じた研修会への参加等を
行ったり、一人一研究授業の定着は図れてきたので、教師個々の更なる指導力向上に力を入れていきたい。

基本事業名 65 教育施設の整備 基本事業担当課 学校教育課

対象 学校の施設 意図 適切な教育環境になる

成果指標名 単位 数値区分
２１年度
現状値

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

A
耐震基準を満たした学校
施設の割合

％
（成り行き値）目標値 (96.1)  98.7 (96.1)  100.0 (96.1)  100.0 (96.1)  100.0 (96.1)  100.0

実績値 96.1 98.7 100

B 整備計画に基づく整備率 ％
（成り行き値）目標値 (78.3)  84.5

実績値 78.3 86.2 89.3

(78.3)  90.5 (78.3)  93.7 (78.3)  97.9 (78.3)  100.0

C
（成り行き値）目標値

７　基本計画期間における基本事業の目標設定（水準設定の理由と前提条件）

A:平成22年度で小学校の耐震改修が終了し、平成２３年度から平成２４年度で中学校の耐震改築を終了する計画であり、平成２４年度を１００％として
設定した。
B:小学校の校舎と体育館、中学校の校舎と体育館、そのほかグラウンドとプールの改修を行なっていく計画であり、平成２７年度を１００％として設定し
た。
８　基本事業の24年度の振り返り（目標達成度評価）と26年度に向けての課題

23年度からの継続費により西合志南中学校体育館の改築事業に着手しており、耐震基準を満たした学校施設の割合については、目標を達成するこ
とができた。整備計画に基づく整備率については、西合志南小学校校舎大規模改修事業、西合志東小学校校舎大規模改修事業、合志南小学校校
舎増築事業、の改修事業に取り組んだ。また、中学３年生クラス空調設備整備事業、西合志第一小学校グラウンド改修整備工事、西合志中央小増築
校舎周辺整備工事、合志中学校駐輪場改修工事にも取り組んだ。今後は、宅地開発等による児童生徒数の増加に注視し、計画的かつ適正な整備
を進め成果を挙げたい。

実績値

－ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｰﾄ3 (2)－


